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昨3D茸!皮1偲.lo∞万円の予算をもって施工していた

一連の教湾施設怒備事撲は、 3月来までにいずれも箔

成をみ、使用をはりめました.

瀦才主水小学校檎堂書存続 e鉄筋平家主宰約12¥∞平ガm/競

妓霊童書官策会主富・被空軍撤荷主車空軍・慶衣室量 eシャワー窓

.ステージ・事務室・聖書異議2・玄関i理路・縫哲廊

下志ど/工費2370万円/39年12月完成/新設堅持富議

包のIIfIJm費量雨天体燥機で、これによって、小中学校

241宜のうち間蛍を持たないのは娯欝Ij¥.立勝中@太

洋中・神田中 e工七沢中の5授だけと注担ました。こ

のうち太津中学校と~~聖書小学授の腕霊堂は40金手段に新
段ナる予定でナ。

欝鎖欝小学校校舎1とう新餓・鉄筋コンクlJート 3階

怒て1236平方m/捜i苗教室・型車五室・翻部室冨 e被服

者~ .工作窓・持部F誼a却i燃費5・天体間前1)議攻ど/

I~3037万円…ただし38年度39全容夜 2 カ年総綬で完
成39年12月完工。

鰯縮小学哲車検舎1とう新綬・鉄筋コンタ Hート 3潟恕

て1360平方m /重量遜教室12・パントハウスなど/工

践3515万F弓/40年3月完工。

灘署宮沢小学校稜骨1とう新政・鉄筋コンクよ}ート 2時事

111て5宮5平方m/轡 1理教望書2・図書事室・留軍司蜜 a準

君s議 2・ペントハウス君主ど/工授150唖方向-40年2
月完工。

認審沼野中学綾綾番懲ヱ。お-40問委巨皮2カ年に3597

万円を役じて鉄筋コンタ Yート 31畠還で校舎 1とう

を増設するもの、軍苦楽室主・事豊橋室・被擁護・軍司廼窓

・麗軒家2・夫体観測窓・染色洗百望室・準備蜜5な

どの特別殺惑を繋野脅しまナ。明年草月完工の予定。

灘i立関車中学稜稜曹綾ヱ・約一40年度2カ年にお75万F弓

を投じて鉄筋コングlJート 2階怒て校舎1とうを封書

授、金工空註・フfてヱ皇室 e芹1務路震などを繋繍ずるも

の、明年 7Jヲ完成の予定。

鶴神毘公民館新銀・木造平家建て364平方m/富管室霊@

会世間望室.Il/IJ遺書空露。面開l!ll~塁。事務雪聾@用務関望室主主ど/

工費7苗9万円/初年3fl完ヱ。新設告す号自の公箆童書

あと成鳥・土沢。金釘Ml12歪が残る.初年控室で総務会

図書官者新投しまナ@

務担揖聖書公民館改装豊富傭・

したもの白木造2潟11!て、

1部鉄1務コンクロートで会H輯罫1・焼冠王露。和議 2• 
E荷量註・関関空古事器量怒号室・授精霊富@事務室露・管理人空軍

吉主ど/改装工資法、 316万円/40年3月完工。

翻箆関空合体事事館豊富鏑 a 知成初年度3伐言。万円を投じて鉄

符平草，11!4君2平方mの愈磁を新設したほか、給排水

.衛生・給語草@冷1磁器事箆捜ふき替え、非常繍段場段、

館外務漁などを行ない会館を箔成したもの(燦報の
とおり〉。

観点感幼稚感新段 .38-犯 の2カ年で完成/鉄筋コン

グlJート平家恕て一部鉄脅/保育皇室 2.遊鍍重量@職

庫署皇室費者保鎚譲@教材童話@テラス e管理人蜜/ヱ援宮

部万円/39年 5月完成。

〔零草壁〕①新設問1吉務自

の:a水小学校総磐線体

内街、③レンゲ的のな

かに車問捜した神間公民

館、③地元民のW，lI豊富に
とたえて段[獲した土熔

yJJ紺曜君、 CD2カ年継続

でつくった烈鵠小学校

む新授f号、⑤この地1

警の恕物と救った旭小

学校の新設僚の、⑥改

装して崇替公民館tこ絃

2脅した問機事鐙

ロ今月8ページロ

②パージ.7 Fl重富E瞳~軍軍の翻E題点、

自衛ナる損Jf!1!外務療など…・，

③パージ・ 3丹市務会定例会の縮製

奨fむの沼、市畏随想 f手号外 1'1普J

@ー③パージ@必年度予年少年書事務湾

経立漣駁;の方針、中小企灘tこ重要金需車

線、初年波紋はえ産F除書1'[盟も穏の

共済串!者受けも 2理哲生、明るい室史書ま
の写紫野娘、年少労富島管{下交努綴

;iiiiijjj …融
??医者1425ijii室長訟離73ii!?諸島主意義務部品

③パージ，狩年教吉宮、よい脅少年毅

影、 11也君のかけ方言

みの収集臼寝耳主と・

(J)ページ・予紡注射の臼器、各極相

談窓口害程内、海外旅灘節祭公募

③パージ・掲の広場、草野平塚風土豊田

市内持軍盟十人口裂なと・。
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難
解
m明
i
j
j
午
十
宇
一
一
方
訟
を
と
っ
て
嘗
て
い
ま
し
た
・
章
一
平
議
問
題
外
務
員

K
2
5、
郵
便
局
や
警
の
ず
、
一
語
、
い
ぜ
ん
犬
の
空
襲
警

E
は
な
い

4

り
う
'
¥
A
L
一
i
/
q
J
犠
錨
曜
日
パ
ー
前
汗
「
一
!
…
一
の
議
選
か
ら
は
司
法
捧
に
よ
b
一
に
よ
る
事
ま
き
意
見
五
月
度
重
ね
て
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
絶
え
な
い
と

2
宮
、
や
む
毒
ず
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
ナ
。

q
d
関
与
戸
/
ご
¥
下

ιA針
路
輔
l
i
s
-
s
U
げ
日
杉

s
u
…
一
て
、
襲
撃
人
語
を
つ
く
る
官
一
一
日
官
、
李
鵬
巡
す
る
た
め
の
灘

一

ぷ

議

t
Z
¥ぐ
ム
メ
札
関
勺

ptF
…
一
が
繰
り
あ
げ
ら
れ
に
の
撃
が
不
可
能
一
刻
「
サ
ン
子
」
の
高
差
是

d
v
ぅ

L
¥
¥

鞍

開

絡

抑

留

，

一

ム

一

4
fナ
i

t
と
な
っ
た
わ
け
で
ナ
e
j
一
し
た
@
警
告
の
犬
に
よ
っ
て
郵
便

1
5守
ジ
d

4

l

L

阪
総
難
勧
ヂ
i
L
ト
訂
亡
、
ー
ー
一
一
一
般
の
有
権
者
の
襲
安
襲
は
一
外
務
麹
が
か
み
つ
か
れ
る
な
ど
の
事
政

二
グ
珍
紘
E
J内
t
p
i
L野一
一
い
ま
ま
で
ど
雪
量
公
一

mi一
喜
一

T
1、

そ
皇
警

…

4
7訂

移

」

一

一

J
J

顎

一

一

同

村

山

訪

れ

琵

一

問

点

目

控

訴

バ
輪
教

JE-豆
一

一

凡

又

E
E

騨
一
一
一
れ
て
も
、
直
長
童
福
っ
て
了
は
、
畠
ボ
ン
ベ
に
は
い
っ
て
お
担

プ

弘

、

一

島

一

一

一

守

-
4

塑
…
一
手
お
く
れ
と
な
り
、
投
裂
で
室
長
っ
て
会
の
は
な
語
、
ス
プ
レ

F
j
i

ー

円

伊

一

一

之

輔

ナ

弓

。

生

九

月

十

苦

以

後

翌

十

才

一

i

で

吹

吉

つ

け

る

ー

に

な

っ

て

れ

ま

1
1
d
℃
一
℃
一
踊
輔
一
竺
と
な
っ
た
求
時
磁
の
新
潟
栂
者
は
、
逃
一
ナ
。
喫
鴬
め
鎚
述
し
た
犬
舎
特
殊
な
匂

i
i
i
j
i
l
-
-
!
l
i
l
-
-
寸
サ
勺
↓
ザ
/
同
一
一
尚
早
公
示
の
初
日
ま
で
に
、
市
の
溜
単
一
世
一
い
で
退
散
さ
せ
る
も
の
で
一
本
の
ポ
ン

ぷ
一
プ
一
一
一
国
語
興
会
宗
製
紙
き
を
と
る
こ
と
一
ベ
で
一
一
号
、
金
外
務
績
が
警
護

ー

j

ー
バ
コ
一
一
そ
高
か
ら
話
と
な
っ
て
お
り
、
一
じ
申
て
い
ま
ナ
。

a
z
'
M
一
新
有
編
者
が
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
一
自
制
す
る
路
側
外
務
閥
、
と
い
っ
た

昭和ω年 5月2Hl

投
稿
と
知
恵
は
無
限

励
ま
し
あ
っ
て
い
く

ば

り

動

醐

上
る
:
運

書

誌

入

i
;
n
H
 

g
w似

・

3

4
む
を
の
、
り

金

品

か

出
吋
『
〈
郵
湾
同
付

配

ヰ
月の

青少年映画劇場
E !! 16昌(al午前8時80骨

平損害自活紅昔産で

煙の軍機/エiースt:ct:，上聴

JK唱科割問・グJy-プで緩貨を

(*>，L(I'紅普嘩カ曹少年韓へ



i出雲警i事5335雪?iH
;!iji!i i i ili i E1 
1222iiifiitiif 

itjHij5PHiziititi:!轄ドニ jjjji;ijitliij
iii門iid!?iFiiiidli十γの各氏 品目出ziiiiii

第163号

一
一
一
月
十
二
白
か
ら
一
一
十
五
百
ま
で
、
議
事
室
に
ひ
ら
い
た
を

し
鰐
ご
闘
自
の
市
軸
師
会
定
例
会
は
吋
一
般
特
別
会
会
計
合
算
冗
十

纏
余
円
の
間
十
年
度
続
入
続
出
弔
瀕
を
原
出
現
ど
お
担
成
立
さ
せ
る

本
ど
二
十
一
灘
索
を
容
鵡
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
5
ち
新
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
広
鞍
紙
四
月
号
紙
よ
で
説
綿
し
ま
し
た
。
こ
の
鱗

会
で
は
、
弔
鼻
の
ほ
か
に
、
①
特
別
職
輿
と
麟
罵
の
鵡
鈎
改
酎
問
、

⑦
新
築
小
住
宅
に
対
ナ
る
減
税
措
隠
の
総
統
③
一
一
一
十
九
揖
度
分
市

営
住
宅
家
療
の
決
定
、
④
公
共
下
水
道
特
別
会
計
の
日
開
敏
、
⑤
両
地

附
台
体
育
館
な
ど
を
有
税
と
ナ
る
体
湾
施
設
出
宙
開
制
条
例
の
新
設
、

⑤
港
地
区
な
と
を
中
心
に
八
新
町
名
の
正
式
決
定
、
⑦
新
人
抱
擁

際
餐
員
の
抽
出
ド
、
@
地
ケ
浜
地
内
の
林
野
押
棟
建
所
あ
と
を
一
億

八
百
万
同
で
質
収
ナ
る
裂
な
ど
が
決
定
を
み
ま
し
た
。

〈第3種郵便物関苛〉

規
議
当
初
か
主
十
億
円
台
心
に
一
手
名
、
教
室
黄
金
事
務
局
一
頭
懇
語
録
の
報
醐
恕
曹
に
関
す
る
条
例
一
郎
議
長
六
万
円
ハ
前
四
万
八
千

5

襲
十
埠
度
当
初
予
算
'
加
藤
霊
法
一
と
一
学
授
に
語
、
費
-
議
員
会
事
務
一
の
一
部
霊
・
罰
襲
撃
襲
一
費
五
万
円
門
前
協
万
一
一
千
一

色
一
一
万
市
機
君
、
前
月
広
報
宣
言
語
、
消
防
に
一
一
名
、
雲
亘
書
は
か
っ
た
の
ち
、
謀
議
開
一

B

上

史

l
E金
容

争

奪

し

た

長

務

局

主

名

。

一

む

議

実

の

と

お

り

改

訂

し

ま

し

一

新

著

書

減

税

一

年

延

期

成
方
針
と
一
と
も
に
、
君
臨
十
年
度
一
裏
の
給
手
五
万
円
伝
一
た
。
議
長
七
万
円
翁
蕊
万
六
千
円
一
鶴
市
税
条
例
の
一
部
改
正
E

一
般
e
特
別
各
会
計
の
当
初
予
貿
を
一
観
務
特
判
別
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
一

上
語
、
議
会
は
藤
沢
市
議
を
祭
嵐
長
…
一
北
・
四
月
一
日
か
ら
市
長
、
助
役
、
一

と
す
る
予
算
特
別
讃
嵐
会
を
設
け
て
ア
収
入
役
、
教
蝉
同
畏
な
ど
特
別
職
員
の
一

乙
れ
を
審
議
、
五
件
の
付
帯
意
見
を
一
給
与
を
次
の
と
収
り
改
釘
し
ま
し
一

つ
け
て
原
鶏
ど
お
り
可
決
し
ま
し
ま
一
た
。
と
の
給
与
改
訂
法
、
作
揮
十
月
一

し
た
。
一
般
会
計
二
十
Z
明
暗
百
平
八
一
樹
出
品
し
た
条
例
に
も
と
ず
く
平
塚
市
一

一
関
一
一
十
二
万
円
門
』
民
，
ち
役
資
的
静
製
一
特
別
機
報
酬
酬
等
審
査
会
門
会
長
路
島
一

回
二
ム
一
%
U
、
特
別
会
計
は
七
会
一
翠
二
民
、
蜜
環
は
民
間
人
十
人
で
棟

計
合
算
で
ご
十
七
犠
一
平
二
百
一
平
十
一
成
〉
に
は
か
っ
た
の
ち
、
そ
の
答
申

一

万

円

。

一

の

線

に

そ

っ

て

行

な

っ

た

も

の

で

ナ

織
鎮
定
数
四
十
五
入
品
中
す
。
一
新
給
判
明
次
の
と
お
型
i
マ
市
長
千
五

霞
一
一
如
磯
臨
朗
建
数
条
例
の
一
部
改
蕊
・
機
一
万
円
門
前
十
二
万
五
千
円
U

、
マ
助

醐
同
定
数
}
平
七
十
一
人
を
一
干
草
十
一
役
十
二
万
円
円
前
十
万
円
U

、
マ
収

六
人
に
あ
ら
た
申
四
十
五
の
場
圃
闘
を
一
入
役
十
万
円
門
前
八
万
河
)
、
マ
数

行
な
っ
た
も
の
。
増
員
し
た
と
こ
ろ
一
育
長
十
万
円
ハ
前
八
万
円
U

0

4

は
市
長
の
事
務
部
局
に
惑
設
部
を
中
一
議
員
の
鵠
刷
費
も
改
む

宮3、昭和初年 5fJ 25 

。
糟
し
い
友
人
に
話
し
た
ら
、
次
の
よ
得
た
の
は
大
舎
な
惑
び
で
あ
り
何
か
そ
し
て
こ
の
だ
る
ま
の
訟
を
い
つ
下
水
道
は
、
ま
だ
そ
の
絡
に
つ
い
て

二
月
十
九
日
、
県
う
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
u

し
ら
親
ぶ
争
覚
え
た
こ
と
で
あ
る
入
れ
よ
う
か
と
考

J

え
て
い
た
が
、
事
い
な
い
環
状
で
あ
る
。
立
記
的
な
術

知
事
主
燥
の
市
町
村
建
誠
二
年
ハ
一
一
一
三
五
年
)
足
利

O

い
公
共
下
水
道
事
鑓
の
実
施
が
決
ま
住
都
市
を
目
指
ナ
わ
が
市
に
と
っ

援
会
議
が
横
滋
で
行
尊
民
が
、
金
問
郷
市
主
一
分
し
て
、
問
問
機
の
市
に
開
制
策
}
丹
に
発
り
M
し
っ
た
一
一
}
月
一
日
を
記
念
し
て
、
友
の
で
、
残
害
れ
た
唯
一
最
大
の
事
鶏

わ
れ
た
帰
途
1

鎌
倉
半
分
を
鎌
禽
の
天
台
宗
宝
隅
寺
に
、
て
い
る
「
四
の
…
窓
だ
る
ま
」
は
、
昔
日
に
筆
で
糟
を
λ
れ
る
こ
と
の
で
き
は
、
こ
れ
を
回
闘
い
て
池
に
な
い
で
あ

の
瑞
泉
寺
舎
窃
つ
れ
北
半
分
を
臨
済
宗
崩
泉
寺
に
笥
進
し
か
ら
名
の
知
れ
た
回
恋
し
だ
る
ま
で
た
の
を
、
心
か
ら
市
民
と
共
に
審
び
ろ
う
。
私
は
市
長
就
任
当
初
か
ら
、

た
。
折
か
ら
境
内
の
た
の
で
、
間
帯
は
代
穏
を
駐
在
さ
せ
あ
る
。
今
で
は
作
る
人
も
数
少
本
く
た
い
。
私
の
宇
一
に
よ
っ
て
実
施
し
た
い
と
慰

問

織

と

水

仰

が

巧

竣

り

で

奨

し

く

、

く

心

こ

矧

じ

て

い

た

と

こ

る

だ

。

時

げ

す

る

人

専

大

護

ゎ

轟

轟

略

的

か

も

贈

も

れ

た

大

だ

事

議

約

書

室

主

の

歳

月

を
伴
な
5
と
共
に
、
工
事
授
の
司
郡

安

学

童

襲

す

る

と

い

う

コ

一

警

フ

三

輪

開

銀

襲

犠

麟

議

鱒

覇

;γ¥議

欝

警

欝

麓

舟

会

議

貫

録

に

よ

っ

て

郎

容

2

1
袋
詰
事
事
、
私
の
傍
で
鱗
-
一
ダ
¥
J
J
J
1
1
r
ぺ
麟
麟
轡
涜
麟
鞠
離
麟
麟
麟
購
騨
欝
齢
韓
議
欝
麟
麟
麟
麟
麟
ペ
リ
ナ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
民
自

り

に

綴

影

し

て

い

た

の

で

、

「

ど

れ

欝

ひ

襲

撃

襲

謀

議

離

襲

撃

議

3
f襲

撃

謹

〉

解

と

男

が

な

く

て

は

成

し

法

げ

ら

ど

れ

、

三

人

波

び

な

さ

い

。

ぉ

芸

議

議

饗

覇

、

)

龍

議

議

轟

畿

仁

一

襲

撃

饗

武

吉

れ

な

い

わ

け

で

あ

る

。

会

主

ハ

排

水

警
奪
三
該
当
A3鎖
?

議

皆

様

喜

怒

農

産

?

?

総

選

幾

瀦

警

の

る

9

ん虫が選緩警つて玉あげ宝土主iう之」とζ
、
気
霊
軽
欝
譲
繁
欝
三
三

==KKJ
刊J
一

に
語
絡
し
主
か
け

Zg
た苦り

tして
、
一
弱
刻
舟
毒
翁
欝
譲J

寸九
fふi)JJ一JJぷ一バげγυWW川川ι
轟
譲
譲
麗
覇
駒
対
議
舗
輔
覇
輔
騨
襲
藩
欝
襲
欝
鱗
譲
鱒
緩
譲
盤
鰭
撃
璽
倉
重
迎
4

決
霊
窓
し
主
て
秘
雲
会
舎3に語縦哲3?
つ

zz
た
を

ii
とさ

E522v
こ己兄三」」X単一λろλろ一、

謬
g
i乍

J

購
堺
匙
鶴
購
轍
麟
穣
欝
饗
繍
麟
欝
脚
落
鍾
¥
鎌
襲
歓
号
〈
竜
受
霊
麓
著
者
芸
釘
詰
抱
器
令
詰
砲
富
殴
に
つ
き
義
臨
論
が

し

t〈ナ
Zどし
毎
得
た
器
の
は
、
癒
営
わ
ぬ
轟
波
饗
翼
符
涜
け
討
制
裂
持

FtFtにに吋九毒九弓〆〆d埼勾官為?箸普
iJ
信
も
品
栓
品
議
必
轟
輯
轟
醐
轍
轟
轍
襲
繍
襲
鍛
麟

稽
警
で
あ
君
つ
た
ペ
@
警
守
閥
鰍
欝
酔
ぷ
£
…
詳
臨
僻
智
綴
翠
蓮
鞠
麟
灘
轟
繍
磯
鰻
麟
繍
輯
鱒F

〓

U~~
し
ド
品
煎
抑
選
滋
哲
し
た
宗
が
、
坪
当
守
り
一
三
一
二ζ三一Z三一ニ一冗高河

ァ

灘

駅

ap
錦

繍

一

一

一

…

…

…

麓

欝

磯

喝

鰯

欝

長

譲

事

}

一

訪

一

番

門

慢

し

将

来

処

罰

室

長

員

翼
君
、
認
雪
辱
ハ
}
一
一
世
一
一
子
一
鴻
繍
一
コ
麟
輔
鞠
盤
麟
盤
解
融
機
勝
仁
川
↑
輔
灘
¥
~
…
兼
さ
ま
け
な
い
〉
と
云
う
こ
と
で
脱
会

七
年
)
童
図
閥
駒
山
の
苔
剃
で
、

A
j
J
V必
ア

コ

聾

緩

発

緩

騒

緩

お

い

襲

マ

ヰ

弘

警

ぺ

:

〓

多

数

の

承

認

が

求

め

ら

れ

た

。

串
い
な
を
に
需
の
字
選
び
ず
だ
い
た
。
こ
の
景
品
舎
、
北
衣
笠
一
存
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
都
市
づ
く
哲
に
欠
く
こ
と
の
で
吉
だ
る
ま
は
寝
込
年
喜
怒

に
協
か
ぎ
が
探
ι

叱
れ
て
い
る
。
ー
水
州
南
区
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
た
@
そ
の
う
ち
の
}
軒
、
長
島
穆
穴
な
い
事
殺
処
遇
路
と
公
共
下
水
道
束
、
大
芝
議
つ
た
と
い
う
。
わ
が

と
栂
の
名
所
で
あ
る
こ
と
は
闘
い
て
い
う
話
で
あ
る
。
ハ
平
塚
新
宿
治
る
さ
ん
が
、
「
平
市
目
撃
摘
で
あ
る
こ
と
は
、
欧
米
都
市
宮
公
共
下
道
議
ま
で
は
、
普

い
た
が
、
花
の
美
し
さ
し
を
眺
め
る
の
奇
し
く
も
、
瑞
泉
寺
の
鯨
梅
が
繰
域
市
役
所
」
名
入
り
の
大
だ
る
ま
を
を
桐
明
察
し
た
私
の
脳
裏
に
燦
曹
付
い
援
だ
る
ま
に
越
え
る
苦
行
を
続
け
な

ば
い
抗
が
始
め
て
m
y」
と
で
あ
る
@
と
本
立
そ
の
測
ら
れ
た
の
で
、
早
速
市
長
室
に
飾
て
い
た
と
こ
ろ
だ
。
送
路
の
装
係
は
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
白
和
殴
0
・

岡

崎

泉

寺

に

遊

ん

だ

こ

一

と

を

古

事

に

っ

た

。

着

々

と

進

め

ら

れ

て

い

る

が

、

会

共

同

?

一

一

δ
〉

加

藤

一

大

郎

( 3) 

身のまわ号の整理整額をするとともに、 2震の内外を清潔lごする。鐙公衆道議を守 1)、他人lこ迷惑をかけない。

し、自然の英を守るとともに、農外ではみだワにものを捨てまい。騒公共物を大切にL、道路や)11をよごさない?

よよ襲



(4) 第時3号〈第3額郵便物認可〉

平
副
体
市
青
少
年
間
短
協
議
会
(
会
長
総
務
市
長
)
は
、
問
問
月
三
十
回
、
市
役
所
三
階
会
鱗
窪
に
議
開
閥
会
を
ひ
ら
品
目
、

の
平
塚
市
の
青
少
年
即
時
綾
南
成
混
一
裁
は
、
円
一
U

帥
開
会
な
家
滋
づ
く
む
と
よ
い
社
会
環
境
の
畷
成
、
ハ
ニ
〉

朝
間
と
綴
松
の
胤
晴
海
、
ハ
一
一
G
脅
少
年
の
常
時
行
妨
汰
放
と
骨
畠
盟
点
臼
療
と
し
て
、
強
力
に
十

の
同
引
掴
開
法
、
抽
円
余
川
熊
の
索
開
畑
寮
醐
酬
に
も
と
つ
い
て
嘗
め
た
も
の
で
、
従
来
も
っ
と
も
内

A

て
、
環
綴
づ
く
8
と
勤
労
務
少
年
数
替
市
議
留
に
打
ぢ
出
し
た
点
が
注
目
ざ
れ
ま
ず
。

お、

;関:~健6000万円

円
の
協
醐
嗣
瀦
品
開
を
潮
慈
し
て
、
一
銭
六
一

1
ピ
ス
掛
慌
の
会
社
の
ば
あ
い
は
資
本
一
金
の
総
額
が
一
千
万
円
以
下
の
会
社
一
受
付
申
開
制
緩
を
、

千
万
円
の
一
撃
総
額
と
な
っ
て
い
ま
一
金
出
資
金
の
総
額
が
ご
ヤ
万
円
以
不
一
と
議
療
の
襲
五
十
人
以
下
室
一
議
章
、
思

一
ナ
。
酬
室
長
よ
自
総
わ
く
で
七
千
万
円
一
従
畿
圏
同
五
十
人
以
下
、
向
じ
く
鏑
入
社
布
よ
び
鰭
人
で
、
商
昨
今
サ
i
ピ
一
泊
し
て
市
へ
岨
提
出
す
る
。

醐
一
多
土
利
問
題
の
嬰
援
に
こ
な
え
ま
一
の
ば
あ
い
は
従
業
灘
五
十
人
以
下
ヱ
ス
議
室
書
む
も
の
。
一
は
別
間
支
所
余
震
鶴
の
ほ
か
、

都
一
し
た
。
創
刊
民
刀
法
一
採
決
の
国
封
鎖
で

i
ト
一
あ
る
こ
と
。
①
以
上
の
資
格
を
も
っ
一
マ
料
用
品
刀
法
・
保
証
棋
を
払
い
込
ん
だ
一
商
工
献
に
あ
り
ま
ナ
。

醐

一

「

君

事

襲

資

金

書

饗

舗

と

も

の

で

患

と

し

て

一

年

以

上

亙

臼

2
一
十
五
日
以
言
、
補
助
金
一

鰍
一
マ
総
資
条
件
a

①
溜
転
資
金
は
限
度
滋
一
に
字
詰
一
所
を
有
し
現
に
営
織
し
、
市

地
一
七
十
万
円
で
六
カ
月
以
内
、
②
語
一
説
愛
読
し
て
い
る
を
。
③
議

恥
一
援
金
は
限
度
額
。
鼠
h
H
円
で
一
年
以
内
一
資
金
を
懲
り
る
は
あ
い
は
平
袋
詰
同
工

竺
富
襲
金
と
盤
慰
霊
の
双
方
を
一
会
撃
の
議
診
断
を
受
け
る
こ

月
一
利
伺
ナ
る
ば
あ
い
は
合
計
骨
組
踊
は
通
一
と
。

サ
一
万
円
以
内
需
離
は
い
ず
れ
も
日
マ
聖
書
・
平
塚
市
京
事
議

わ
一
務
二
鈎
一
一
廊
。
一
対
策
資
会
融
資
申
込
留
を
経
済
部
腐

肘

V
習
譲
ゐ
ヱ
撃
の
会
社
の
ば
一
議
に
出
し
、
隠
資
金
堅
議
欝

劃
あ
い
は
資
本
金
出
資
金
の
総
額
が
五
一
の
発
什
を
受
け
、
こ
れ
を
も
っ
て
、

開
平
方
向
銭
下
、
襲
警
官
白
人
以
下
一
重
量
金
麟
か
、
患
理
組
合

の
回
同
じ
く
餓
人
の
ば
あ
い
は
従
総
縄
一
ニ
一
へ
申
し
込
む
こ
と
。

鋪

百

人

端

で

あ

る

こ

と

。

富

響

るれまな営問
』

一」

し

山智珊

る

ぎむ

設

て〉

鱈
用
保
証
料
に
護
助
も

績と 春 e毎月第ll-，鈴3木曜ます

午前9時から午後4時患で

舗と Z二る令指控所帯毘朝綴議内

輯舟 場審・盟揺お掴するいろいろ

など輯2実記臨とますeま;::.t綾に

ご:fUJ認〈だ容¥'.

灘署聾欝鱒轟轟欝轍離麟欝鱒



昭和紛塁手 5月25臼

制企業開

町
田
深
部
商
工
線
は
秀
市
内
中
小
企
業
の
湾
続
出
問
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
今
年
度
も
儲
刷
用
保
町
凪
判
明
の
矯
助
制
緩
骨
英
語
し
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
渓
ナ
。

こ
の
制
度
伸
柏
、

そL

(5) 

¥

た

、

と

開

閉

哀

し

ま

し

た

。

J

法
人
税
率
の
出
曹
下
げ
に
と
も
な

税
務
部
市
民
税
制
闘
は
、
一
一
一
月
二
十
る
よ
う
欝
告
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
い
、
市
照
箆
税
の
税
事
調
整
を
行
な

ま
で
に
受
切
付
け
た
申
告
欝
に
よ
の
申
告
審
壱
、
正
当
な
理
由
が
な
く
っ
た
結
果
、
法
人
市
民
税
感
否
奇
の

っ
て
盟
十
年
度
分
市
然
民
泊
の
課
税
て
出
吉
な
か
っ
た
と
曹
は
、
技
援
抽
出
八
・
之
官
、
間
同
月
か
ら
百
分
の
八
島

明
簡
を
ナ
す
め
て
い
ま
す
が
、
一
部
除
や
社
会
保
険
制
問
徐
が
認
め
ら
れ
五
に
初
雪
上
げ
た
も
の
。
ま
た
、
前

に
、
申
告
績
の
開
閉
山
山
も
れ
が
認
め
ら
攻
く
な
担
、
高
額
の
課
税
を
受
け
る
事
業
年
度
の
絞
人
税
制
聞
が
五
万
円
以

れ
る
、
と
し
て
注
緩
を
出
し
て
い
ま

vk)に
な
る
、
と
強
拐
し
て
い
ま
下
の
ば
あ
い
は
、
今
後
予
定
申
告
は

す
。
四
十
掠
度
市
県
関
税
の
申
告
爵
寸
針
。
申
倍
の
す
ん
で
い
な
い
方
は
、
い
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
も
説
明

を
、
一
一
一
月
二
十
日
の
錫
寂
ま
で
に
出
窓
急
手
続
吉
を
お
と
哲
く
だ
ざ
い
。
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

ぎ
な
か
っ
た
人
は
、
お
く
れ
た
理
由
ま
た
問
咽
酬
は
、
怒
人
の
市
民
税
税
税
務
部
市
浅
税
探
へ
お
た
ず
ね
く
だ

至
急
同
議
へ
銀
出
す
離
が
、
百
分
の
八
@
四
に
敬
訂
さ
れ
き
い
。



一
一
一
月
末
に
間
開
講
し
た
、
平
塚
市
背
年
教
室
の
商
業
コ
l
ス
は
、

川
欺
事
森
山
加
代
子
さ
ん
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
明
る
い
川

酬

学

一

笥

壱

融

け

て

い

ま

ナ

。

酬

と
の
商
業
コ
ー
ス
は
、
市
内
の
会
社
一
タ
l
)

ザ
蕩
鶴
践
に
つ
と
め
る
十
五
手
会
一
一
マ
昔
社
炎
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
ハ
霊

十
五
才
ま
で
の
青
年
男
女
を
対
象
と
ナ
一
加
代
子
i
富
士
銀
宮
、
話
回
織

る
も
の
で
ケ
男
子
五
十
二
名
、
女
子
六
一
場
に
お
け
る
上
湾
問
僚
と
の
交
線

十
八
名
が
拳
加
し
て
感
況
、
毎
週
火
随
一
円
減
田
社
会
教
宵
課
長
2

様
替
公
民

臼
の
夜
、
市
良
セ
ン
タ
ー
や
崇
輔
首
公
民
一
館
)

館
富
士
銀
行
な
ど
を
会
場
に
六
月
ま
で
一
門
8
月
M
主
題
脇
田
か
な
教
議
と
生
活

続
け
ら
れ
ま
す
一
四
十
年
度
商
業
コ

i
一
マ
呂
田
じ
よ
5
ず
な
お
金
罰
則
使
い
方

ス
の
学
期
日
計
額
は
次
の
と
お
り
。
か
っ
一

l
i
l
l
-
!
l
i
l
i
-
-ー

と
内
は
諮
問
と
会
議
。
ハ
敬
称
略
)
一

9

ヨ
ヨ
』
え

h

i

h

J

門
3
月

呂

田

霊

式

と

森

山

加

代

一

勇

敢

な

二

少

子
さ
ん
の
歌
唱
指
導
門
森
山
加
代
子
一

一

よ

い

草

牢

@

第

五

次

市

長

表

彰

a

曽
根
富
雄
i
市
民
セ
ン
タ
ー
υ
一

内
4
月
ハ
自
主
窓
生
活
の
中
の
認
し
方
一
脊
少
年
問
題
協
議
会
公
訴
長
加
藤
市
一
か
け
、
犯
人
逮
捕
に
協
力
し
た
。

マ

8a続
と
子
の
穏
レ
A
ロ
い
の
意
麓
一
長
)
は
四
月
一
一
一
十
自
の
一
委
員
幹
事
合
同
一
門
須
田
平
塚
瞥
察
審
議
繕
潟
M

円
山
口
脊
少
年
課
長
i
z
官
民
国
セ
ン
一
会
議
の
路
長
太
洋
中
一
一
辱
山
崎
輝
夫
一
輝
大
野
一
小
学
按
一
一
一

eTど
も
会
貧
土

タ
l
v

一
君
ら
2
名
と
、
大
野
小
学
校
児
震
の
子
一
一
一
一
Z
ハ九〉

i
ζ
の
亭
ど
も
舎
は
十
年

マ
m
g長
手
な
接
客
と
電
語
の
か
け
一
供
会
ニ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
を
招
雷
、
一
も
ま
え
か
ら
部
蕗
に
あ
る
菅
原
選
実

方
ハ
森
山
加
代
子
，
富
十
銀
行
V
二
よ
い
青
少
年
を
た
た
え
る
選
動
の
第
五
一
公
を
ま
つ
っ
た
天
神
様
の
清
掃
を
つ

マ
羽
田
長
手
な
話
し
方
、
時
間
議
の
選
一
次
市
長
表
彰
を
贈
り
ま
し
た
。
今
践
の
一
づ
け
て
吉
た
。
現
在
も
会
員
二
十
一

ぴ
方
、
話
し
方
の
浅
一
選
立

E
K今
一
表
彰
で
は
、
犯
人
者
捕
に
協
力
し
た
湧
一
名
が
交
代
で
、
毎
趨
日
間
湘
百
に
そ
う

祖
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
2

市
民
セ
ン
タ
ー
一
気
の
あ
る
行
為
と
、
掛
布
袋
曲
目
闇
へ
の
自
国
一
じ
を
し
、
抱
一
唱
の
λ
た
ち
か
ら
も
寝

付

v
m
g従
時
間
見
と
経
営
者
の
関
係
一
発
的
な
矢
ル
ー
プ
活
動
が
策
時
簡
を
受
け
一
ば
れ
て
い
る
。

。
間
回
展
開
工
軍
備
事
一
助
荷
業
部
長
-
2
一
ま
し
た
。
被
議
彰
者
次
り
ん
}
お
担
。
一
門
一
一
容
町
代
何
倍
義
氏
擁
富

市
長
セ
ン
タ
ー

ν
、
一
瀦
佐
藤
秋
夫
君
ハ
太
洋
中
}
一
廷
・
須
賀
一
欝
大
野
小
学
捜
索
矢
湾

Ehi宮
市
真

門
5
月
M
主
題
提
擦
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
一
一
一
O
O
G
、
川
締
輝
夫
君
ハ
太
洋
一
白
書
一
一
六
九
)

2

・
会
員
十
笈
名
は
葵
佑

マ
4
8働
ら
く
脊
年
の
笠
宮
方
ハ
松
一
中
三
部
劇
須
賀
ご
0
0
一
U
:佐
藤
一
議
動
に
協
力
し
て
長
欝
寺
境
内
舟
弘
、

本
山
襲
撃
校
長
i
富
セ
ン
之
ふ
隠
翼
民
監
十
二
塁
十
一
昨
年
春
秋
一
一
君
彼
岸
と
お
ぼ
ん
に

l

v

e

一
宏

g
午
後
、
須
賀
荒
持
食
裳
へ
は
い
一
清
掃
奉
仕
し
、
墓
参
の
人
た
ち
に
感

マ
ロ
日
正
し
い
囲
内
女
官
民
隅
聞
の
あ
り
方
一
う
た
あ
幸
栄
犯
ニ
人
を
、
途
中
お
ど
一
謝
ぎ
れ
て
い
る
。
昨
年
末
に
も
冬
休

ハ
利
回
駒
沢
大
学
講
師
i
市
民
セ
V

ご
ざ
か
て
も
ひ
る
ま
ず
笠
首
M
も
泊
四
い
一
み
の
行
事
に
清
掃
を
と
り
あ
げ
、
自

i
i
i
i
i
i
i
;
j
i
 

平
塚
欝
察
署
で
、
明
義
二

O
番
の
鷺
績
の
種
類
に
よ
っ
て
ち
が
う
器
や
さ
に
緊
急
呼
出
し
援
と
い
乱
'
よ
う
に
、
甲
場
所
と
白
擦
を
は
っ
き
号
な
ど
を
た
ず
ね
る
こ
と
が
あ
る
。

せ

っ

か

一

一

O
醤
の
か
け
か
た
特
別
の
ダ
イ
ヤ
ル
が
別
に
つ
い
て
い
担
と
、
た
と
え
ば
「
O
町
O
祷
地
地
そ
ん
な
あ
い
だ
に
晶
、
ヱ
万
で
は
、

電
話
の
趨
類
に
よ
っ
て
、
篭
績
の
か
る
か
ら
、
こ
の
「
一
一

O
」
と
お
天
の
O
O溺
底
も
ナ
」
、
「
目
標
は
O

パホ
γ
カ
i
に
必
嬰
な
苧
配
を
し
て
い

け
方
が
、
次
の
よ

5
に
ち
が
っ
て
い
の
し
て
あ
る
と
こ
ろ
を
翻
ナ
ゆ
と
の

O
パ
ス
停
額
所
か
ら
C
O方
留
に
向
石
サ
い
ら
い
ら
し
た
り
し
な
い
で
、
一
お

い
品
。
筆
者
i
i

特
別
装
慢
が
な
い
ば
あ
い
は
、
普
通
っ
て
0
0メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
行
っ
た
落
ち
着
い
て
、
ハ
ツ
キ
リ
揖
闘
す
こ
と
一
集

wv
一

般

加

入

の

電

話

・

局

番

な

し

で

の

電

話

を

か

け

る

と

き

と

同

じ

に

、

が

必

嬰

だ

。

あ

わ

一

噌

そ
の
ま
ま
一
一

O
を
画
せ
ば
よ
い
バ
十
円
硬
貨
を
入
れ
て
か
ら
一
一

O
を

一

:

?

て

て

し

ま

っ

て

い

一

司

霊

童

袋

雲

童

話

〉

の

と

字

。

警

が

官

っ

て

襲

警

鞍

鱗

響

て

場

所

も

は

っ

き

一

日

畿
綴
鶴
譲
り
せ
ず
、
事
件
や
一
い

瀦
麓
幾
錫
調
事
政
の
程
度
も
い
一
な

綴
鱒
鰯
毅
綴
緩
わ
な
い
う
ち
に
電
一
え

麗
襲
撃
欝
話
を
切
っ
て
し
ま
一
も

轟

覆

轍

鍛

え

が

よ

く

あ

一

/

拷
雛
欝
鱗
鳴
る

d
努
主
く
一

4

2Jん

γ勢
調
く
こ
と
に
よ
っ
一
九

吋

て

、

そ

れ

に

必

費

一

7

本
手
配
晶
子
る
わ
一
ま

け
で
あ
る
。
犯
人
を
翠
く
つ
か
ま
一
さ

え
、
被
世
間
ぞ
少
な
く
ナ
る
た
め
に

は
、
円
単
く
、
正
憾
な
通
報
が
よ
担
の

ぞ
ま
れ
る
。
智
治
報
者
の
な
ま
え

号
、
他
に
も
ら
ナ
こ
と
は
な
い
。

し為

台、eつ

同
平
塚
務
酔
重
一

}
O番
の
従
下

方
は
だ
い
た
い
知

ら

れ

て

い

る

が

、

泊

剖

ふ
だ
ん
の
慈
ち
議
ノ
』
ノ

舎

を

な

く

し

て

し

醐

ま

っ

て

、

か

け

方

醐

を
ま
ち
が
え
て
手

聞
と
っ
た
り
、
せ
っ
か
く
か
け
て
も

嬰
領
者
得
攻
か
っ
た
り
し
て
、
欝
篠

宮
が
現
湯
を
き
が
ナ
の
に
手
関
取
り

つ
か
ま
え
る
こ
と
の
で
宮
る
犯
人
ま

で
み
ナ
み
才
逃
じ
て
い
る
こ
と
も
た

び
た
び
で
あ
る
。
市
良
み
な
さ
ん

に
、
一
一

O
議
の
志
し
い
使
い
方
を

し
っ
か
担
鴬
え
て
い
た
だ
き
た
い
.

5 fl 25 a 

コー

浪
費
を
防
ぐ
に
は
ハ
縄
問
野
村
証
券
一
分
た
ち
の
一
遊
び
場
と
な
っ
て
い
る
同
国

平
援
支
盾
長
z中
市
{
出
セ
ン
タ
ー
)
、
一
内
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
よ
う
っ
と

V
羽
田
融
緩
を
楽
し
く
、
預
突
し
一
め
て
い
る
。

た
毎
日
を
お
く
る
た
串
に
(
小
島
一
門
長
醤
寺
主
管
寺
培
掃
出
州
民
捲
叩
閥
M

相
同
工
会
鱗
一
前
専
務
理
事
2

市
民
セ
ン
一

!
t
i
t
i
-
-
l
a
i
t
;
i
J

タ
i
u

一
を
の

1

一

マ
忽
門
口
レ
ク
H
エ
j
ン

ヨ

ン

、

表

担

一

き

い

謝

ゲ
ー
ム
・
ソ
ン
グ
ハ
松
涙
黒
作
品
目
出
開
閉
一
み
合
総
一

少

年

少

女

会

舘

館

長

・

祭

器

公

民

一

と

し

清

館
U

、

一

ひ

話

山

門

マ

羽

田

み

ん

な

で

滋

し

あ

お

う

(

腎

一

郊

の

鞍

少
年
諜
g
崇
替
公
民
間
間
)
一

t
そ

に

沼

一

食

と

場

吉

一

一

夕

親

広

z

ら

る苓く

つ
握謹摺腸... 

て
お
き
た
い

。
番

吉
・
コ
一

O
蕃
を
か
け
た
い
」
と

管
湿
し
て
い
る
入
に
伝
え
て
、
電
銭

器
の
装
績
を
初
雷
管
一
え
て
も
ら
い
、

そ
れ
か
ら
一
一

O
を
邸
ナ
。
普
通
の

電
話
の
よ
う
に
制
料
品
目
を
入
れ
て
一
円

。
番
を
回
し
て
も
巡
り
な
い
。

曹
背
電
話
ハ
ボ
ッ
ク
ス
問
m
公
用
電
話

U

の
と
章
・
公
衆
電
謡
に
は
、
電
盟
問

か
け
る
と
税
金
が
も
と
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

い
ら
い
わ
レ
ず
は
、
落
ち
驚
い

て
繍
明
白
に
、
閣
官
点
を

軍
事
件
や
事
抽
出
の
内
容
を
額
単
に
伝

え
る
こ
と
。
た
と
え
ば
「
O
人
ぐ
ら

い
で
け
ん
か
を
し
て
い
る
」
、
「
と

ろ
ほ
う
が
は
い
っ
て
い
る
」
と
い
う

左
側
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
軍
潜

察
官
へ
の
答
え
は
、
落
ち
着
い
て
、

は
っ
き
り
と
i
一一

O
番
へ
出
た
犠

察
宮
が
、
事
件
の
あ
ら
ま
し
ゃ
犯
人

の
人
相
や
特
徴
、
遜
報
省
の
電
話
番

土平塚、j諏訪町、富士見町、農原町、中里
ペ幡、真土、四之宮
〈須賀〉タ賜ケ丘、高浜台
(須賀)幸町、千石河岸、札場町

議目地区
地区

書士見5区、平塚4区、 3区、柳町、西仲町
1区、駅南口付近

馬入金城、公間住宅(市役所北側〉
松風町、事11ケ浜、竜城ケ丘、車工ケ浜(杏雲堂雨、北側、
税務署付近を含む〉

マ
都
市

新
欝
函
審
“

:
1・
:
:
一
ア
サ
イ

ン
口
黒
川
紀
寧
・
紀
伊

国
屋
鎚
殴
)
、
マ
生
化

学
ハ
コ

i
ン
・
市
出
京
化

学
問
人
〉
、
マ
機
械
工

学
一
般
ハ
問
中
間
芳
・

産
業
図
説
U

、
マ
社
会

学
的
現
像
力
(
ミ
ル
ズ
・
同
地
伊
国
屋

露

g
、
v
g向
薬
師
ハ
渋
江
一
一
郎

・
中
央
公
論
美
術
出
版
U
、
マ
ゴ
l

ガ
ン
の
公
選
ハ
ペ

D
ユ
シ
ヨ
・
紀
伊

国
康
雲
居
U

、
マ
寄
席
湾
ち
ハ
一
ニ
遊

亭
内
生
・
背
辞
房
)
、
マ
酔
っ
て
候

(
司
馬
遼
太
郎
・
交
姿
春
秋
社
U

、

Jir 地築収

もえないごみにまだ乱れ
民主主部清掃課は、月 1湿の舗で、各地主互に収集車をまわし、一
般のとみとは矧JIこ、とくに「もえないとみJの収集処理を行な
ってドまナ。この収集は、回数が月 1屈のため、ごみを出ナご
家庭の協力がないと、集収場所に、とみの山を波っておく結果
を紹きまナ。集成日は一定していまナから、その日以外には、
持ち出さないよう注意してください。清掃課では、 「いまだに、
収集日以外に持ち出す家庭があ D、集収指定地が、ごみの不法
投楽場所みたρになっている所がある、もえないとみは、かな
らず収集尽当日の朝出ナようにしてほしいJと求串ています。

水

木

金

麻薬/ 睡眠薬

牌期中嘩ほ融博である.府車有事捕りの強化出
よ唱て睡眠車遊びが増加している.興需眠革連軍
V は騨車禍揖行司屈砲となるものだ，離震時

宥視しill.控しょ 7.. 

中郡王子説家地区苦思議の県縛薬棉鶴見@平草炭1136資材武氏

J 
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りん
で
い
る
だ
け
の
こ
と
で
ナ
。
ま

ず
、
劣
等
感
を
な
く
し
て
や
る
こ

と
。
と
の
子
に
で
曹
る
課
嗣
閣
を
与

え
て
や
る
の
で
ナ
。
そ
し
て
密
分

の
力
を
発
届
出
し
た
欝
び
を
時
わ
せ

て
や
p
た
い
も
の
で
ナ
。

ま
た
、
話
を
し
て
い
る
時
に
は

務
ち
つ
い
て
そ
の
替
っ
て
い
る
こ

と
宇
受
け
と
つ
℃
や
る
こ
と
が
必

嬰
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
相
制
や

先
生
が
ど
も
習
を
気
に
し
て
話
を

嘗
い
て
平
ら
な
い
ζ
と
が
、
ど
も

り
を
ま
ナ
ま
す
ひ
ど
く

1
唱
し
ま
す
。
諮
し
方
は
ど

F
鰯
伊
自
う
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の

晶
麟
臥
雷
わ
ん
と
し
て
い
る
こ

制
湾
管
唱
と
を
古
い
て
あ
げ
る
の

A
V恥
で
ナ
。
お
ち
つ
い
て
害

現
語
句
い
て
も
ら
え
る
と
い
う

安
心
感
に
よ
っ
て
、
お

ち
つ
い
て
諮
が
で
曹
る
よ
う
に
な

哲
ま
ナ
。

心
理
療
法
を
受
け
る
こ
と
も
よ

い
と
思
い
ま
ナ
。
し
か
し
、
ど
も

り
は
心
罷
療
法
に
お
い
て
も
、
手

ど
も
だ
け
を
治
療
す
る
よ
。
は
、

鶏
だ
け
を
治
療
し
た
方
が
ま
だ
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
ナ
。

ハ
担
当
}
・
何
回
所
員
)

g
g
日

4
5
7
 
回

目

白

呂
宮
閉
山

F

a

g

g

 

B
R
E
e
-
w
 

， 11臼城島公民館富士見公民

館完的合武道場

瀦時罪皐ー各会場とも午後 1時30分~

3時まで。

顕治殺事項。病気や熱、皮ふ病君主ど

からだに異常のある人は、医腕か
当日会境保重要にど相談くだざい。

綴パラチフス
衛生諜は 5月17日から、 40年度定

期腸チプスーパラチフスの予防接患

を巡回しまナ。お近くの会場へ
覇軍対象となる人個 3オ"-'60才までの

入、①ζんどはじめて受ける人は

ととし中に 3IEh②いままで毎年

ζの注射を受けて嘗た人は追加擾

穏 ιしてことしー留でよい。

密巡回日程 … 

-(鰐1)-

5月17白金自小学校土潔小学校

H 18日 金国公民館 i商府公民館

~40年 2 月28日までに生れた子と

生後種痘を受けていない人。
額巡lllJ日程 e・e・

一(接種目〕…

5月初日金包小学校土屋小学校

グ 27白 金回公民鰭沼野奇公民館

H 288 待感公民館 !日四之宮公

民書官

;a水公E号館旭公民館

中原公茂吉宮 古沢小学綬

松原公民館須賀公民館

減島公民館 重量出公民館

富士見公民館見的合鼠

道 場

一〔検診町一

日月 4白金釘小学校土康小学佼

， 5白金田公民館絢嫡公民館

グ 78  神田公民鰐 !日耳目之宮公

民 館

花水公民館

中原公民館

松原公民館

H 29日
J? 31臼

6月 1日

2臼

38 

日月 2臼・

午前須賀海宝寺見附台体脊

館

午後 海岸地IZ町会書官花水会館

自.R3臼・

午前須賀公民館平塚保健所

午後平塚保健所消防部第5
分担庁舎〈馬入〉

鶴時閣・各会場とも午前は10時から

12時まで、午後は13時--15時まで

雨天でも行ないます。

額手数料と有効期間，

登録糾H需につ嘗 300問、毎年4
Jll白から 1年間有効

注射籾H買につ曹 200円、 5か月

間有効

犬!こ追加予防注射
犬の霊査録受け付けと、狂犬病予防

投射の追加実li1Ii，をfiないまナ。この
まえの巡回のとき受けそこ在ったお

宅は、もよりの会場へかならすs愛犬

を。もし、っとうで受けられ友いと

曹は開業主訳震でお受けください。

関対象・生後3か月以上の犬

定期種痘開始

40年度の定期歯車室も巡邸で行主主い

ます。該当のお子さんを会尊重へ…

瀦該当!尾・第1鈎昭和39年 9月 1日

5月278.
午前岡締公民館組公民舘

午後金臼公民館城島駐在員

事務室E
"5月28・

午前 量豊田公民富宮 中庶子分育

年会館

午後宮沢小学綬金田公民館

5月羽田・

午前神田農協 i目立耳之宮公民鍔

午後八幡公民館大野駐在員

事務室

哲月 1臼・

午前室富士見公民館花水会民

館

午後中 原 公 民 吉 宮 消 防 団第 1

分間庁舎 f柳町〉

Il!'! 公民館

吉沢小学校

須賀公民館

壌
で

木
室

ヰ
談

I
l
築
制
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国
@
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腕
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国
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役
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人柚捷祖霊買が専門的

な法刊のご相関に応じ

ます・イTj;月出 Z土 曜 ・

13時から、市役所市民

相 臨jft(担当市民組〉

脅少年内欲求不満/非行化の問題に詩書する専
門の窓Uです。青少年諸君自身内悩hや訴え
を問〈ほか、父兄円相談にも応じます。教育
精神衛生・職場・労働・非行・家族関係 e人
生相談・余暇利用などの各部門に18人η専門
家をそろえて利用をお待ちします。面接・出
張・手紙・空軍諮・紙上などいかなる方法でも
可。青少年諒へ

3ヨ子さんの教11について抽Aをちもちの

ノJ 勉強/しつWIをヂ格/進路/進学な
とどkんでもご相時に応じ字ナ.ご米所し

ただ〈ほか、 l立話・苧棋でもけっこう?

す.無料.枯1手~'u使守.

場所・平草壁市教育研究所

寸Eし・ (21)1 35 0 
平塚新譜149;;_工朔中図書嘩リ

民生部青少年
{市役所 1際・TEL(22)-17ω}

ヰ喜
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築
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た
め
に
@

一
マ
フ
ラ
ー
宇
巻
・
問
ふ
ち
と
哲
・
ピ
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一

世
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劉
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遜
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航

空
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手

・
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念
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手

を
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十
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一

一

一
む
ナ
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な
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摘
潟
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務
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一

か

ら

四

百

九

十

円

ま

で

の

価

穏

で

、

一

一

重
量
に
わ
け
る
。
記
念
望
に
一

1
1
1
J六
月
十
六
忠
一

は
題
イ
リ
ヤ
ン
統
治
・
国
選
総
会
・
一
一
星
間
事
語
龍
一
一

一

ド

l
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-
-
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午
前
十
時
2
一

キ

プ

ロ

ス

派

選

出

国

迷

惑

・

沼

運

特

別

一

一

一
宮
爵
・
駿
輯
会
館
で
.
麟
務
融
市
件
一

義

金

・
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凝浅間一手?綱木一大島線

44年度までに新幹線まで築造

小童書惑がとおれるだけの道が一本ぃ阪の中の盤

底打樹木務落は幹線道路を待ち重富んでいる
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郵
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開
口

昭和4母年 5汚25毘

帯践を車~ (v、由ゐ〉の方にまと

め「寺町Jとしたと考えられる
からいわばこのことは本市にお
ける区爾整理のはじ串と霞って
もよいとおもう。

海3l:寺の本毒事は間弥陀如来で
毎年初月13白から158の明け方

高 瀬 燦 著 書 l まで盛大な十夜法襲が行われた
;これを「須賀のお十夜Jといい

平塚市須駕寺陀{てらまち)遠近からおびただしく欝努欝女

に静土芸員の海E草寺がある。山号;が築い来て絡事署した。滋日は物
を常fIlW、臣室号を智党院といい;~怒りや見泣物で境内はごったが
京都知思議の鴎束である。えし迷児がでるほどだった。 ζ

昭和初年(1945) 7月の戦災!の十夜法要は鎌倉の先続寺八三E
以前は、すばらしく大きな本態子の大念曹のそれとともに間総
と燦慢があった。本撃の天井に:嘱の三大十夜のひとつと慧われ
は鏡童話軍部こ縁取りした犬曹君主枠 iていたそ5だ@
の中t己嫌雄の認がからみあって; 境内に観溜鍾があったe 相模
いる議磁が雄滞に鑓かれていた i湿新札所第13蓄の札所となって

罪事款がなく何人の作か不籾であ iいて f怒りな君事事ひの穏にみを
ったがむかしから狩野永徳 05iつくしみれど築さぬ法のはやふ
43一世自〉む闘といいたびたび務 iねjの除散が重苦献されていた@
瑞を現わしたと伝えていたaζi 嘗てこの地方で渇折哲の大曹
の専は天lE7年 057羽蕗震と jとしてまたお十夜として年中行

い5溺憾のよ人が造立したもの i事のひとつに挙げられていた穏
であるが以来いちとも兵災にか!窪寺も穣災後いまだに仮本繋で
からまかった。民家の火事が河 iあるのは摘ましい。
前まで襲い県ても不思鰯に曹に j 広い要事壌には関山貞察 f娘遜
は及ばなかった。本皇室の夫弁1Pi役厳i瞥}のEIl塩をはじ骨平塚市
ら裁け出た双寝が霊霊水を撒いて;機会初代畠霊長遠藤障の五戦塔、
空間豊主を豊富持したためだと童書われ j彦右衛門新問で袴名な清国民ー
かっf雷じられていた。 11.漢の望書、奇{曽鬼仏狂歌狩主主どが

この寺が出来たころは小泊獄:あると同時に須賀の経済力を物

の北条氏が金銭時代で須賀の地 ii語るi自家の華麗碑があまた霊童ちな
はその庇撲のもとに繁昌してい jらんでいるe その中には膨鍍の
た時代であった.たぶんとの寺!見事なもの古本ト掬ナA 嘗ものな
の創建を機会に散在していた各 iどもあまた見る事ができる。
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10事

の

平塚 19，199(グ 4，704)

新橋 16.413(" 3，984) 

馬入 4.437(" 1.030) 

須宅資 16.171(グ 3.969)

松風間J 1. 501(" 439) 

袖ケ浜 1.720(" 472) 

桃浜町 2.301くグ 630) 

童話減ケE: 1.404(" 381) 

集部丘 1， 187(" 568) 

蔓平2.O15(グ 498)

花7]<台 1，781(" 673) 

車工ケ浜 し8B5(' 4B9) 

燦 子 原 306(" 99) 

唐ケJJl( 69(グ 14) 

一昭和総年4月1自現在一

130.718 I 11品 6.415(" 1. 474) 

30，675 1持探 5，791(グ1.430) 

城島1，910(' 355) 

61.88蜘 2I金路 1.539( グ 555) 

1.916 I土沢 3.768(" 614) 

3151岡総 l，571( グ 184) 

i金問4，619(" 778) 
393'1 

1741 一一一一一一一一一一一一
市街地字軍j人口

上平塚 419(t世帯 98)

桜ケ主主 1H( グ 17) 

中1l! 1. 619(" 681) 

人口総数・

世帯総数・

市域逝積・

人口密度@

前{没帯増@

月4人口社会増・

比 l人口自然増・

地区別人口

市街地 75，871(世帯18.767)

大野 28，111(' 6，418) 

あ>'.i:たの知器範懸に、よ
い行者いをした轡少年

(20才まで}がいtとも、氏
名・ 2手令，住所@学校ま

たは勤務先・推薦書E豊蔚を

お知名せ〈ださいJ推薦

者の住所氏名も明記のこ

と。日践を問いませんイ
Jt;.く市認の議議をお3聖書
します。

よ い
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